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谷塚 巌 (17) 

 

－研究ノート－ 

 

ヨハネ福音書8章18節の解釈 ―「私自身についての証言」とは― 

香西 信 (33) 

 

H・R・ニーバー『啓示の意味』における「歴史」概念の分析 

――歴史的方法と内的／外的歴史の区別―― 

加藤 良輔 (41) 
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２０１８年度・第二演習の記録 

 

＜前期＞ 

４月１０日：芦名定道「オリエンテーション」、動向と総括：「３・11東日本大震災・福島

原発事故とキリスト教研究」（日本基督教学会『日本の神学』57 号、2018

年 9月、掲載予定）。 

４月１７日：波勢邦生「賀川豊彦の「霊魂」理解」 

５月２２日：渡邉蘭子「アウグスティヌスにおける愛の秩序の問題──性・結婚・身体を

めぐって」 

金香花「訳語論争と等価」 

５月２９日：洪伊杓「海老名弾正と中島重の「神の国」理解」 

６月 ５日：谷塚巌「キルケゴールの倫理思想再考に向けての準備的考察」 

６月１２日：ブラジミロブ・イボウ「Ｐ．Ａ．フロレンスキイの『真理の柱と基礎』にお

ける知識的問題とその神学的意義について」 

６月１９日：森川甫「カルヴァン『福音書註解』「たとえ話」研究」 

６月２６日：香西信「ヨハネ福音書８章１２節～２０節の釈義と問題点の整理」 

７月１０日：加藤良輔「遠藤周作『沈黙』における証言と物語」 

山中健司「矢内原忠雄の「日本的キリスト教」における三つのエートス──

聖書信仰・日本精神批判・国体観念」 

７月１７日：洪伊杓「海老名弾正の弟子たちの神道理解──吉野作造・柏木義円・石川三

四郎を中心に」 

７月２４日：南裕貴子「フライターク「伝道の神学」における「旧い教会」と「若い教

会」」 

リチャーズ・ティエリ「現在東京丸の内におけるローマ書１：１８─２： 

１６の聖書的意味」 

 

＜後期＞ 

１０月 ４日：芦名定道「オリエンテーション」、「現代日本における殉教論と歴史的記

憶」 

１０月２３日：谷塚巌「いくらか近代化されたギリシア的なもの」 

       平出貴大「前期Ｐ・ティリッヒにおける形而上学の構造──啓示の出来事

とその語り」 

１０月３０日：洪伊杓「「海老名弾正の神道理解と社会思想形成」に関する序論と先行研

究分析、目次」 

１１月 ６日：渡邉蘭子「親密圏への愛はいかにして肯定されるのか──アウグスティヌ

スにおける隣人愛および共同体の問題」 

山中健司「矢内原忠雄の「日本的基督教」における三つのエートス──聖

書信仰、「国体」観念、日本精神・神道批判」 

１１月１３日：森川甫「ジャン・カルヴァン『共観福音書註解』における宗教思想の起源

と展開」 
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１１月２０日：香西信「ヨハネ福音書８章１２節～２０節の釈義と問題点の整理（２） 

──歴史的設定の確認とイエスの言葉を支える「私が私についてする証

言」について」 

１２月 ４日：平出貴大「Ｐ・ティリッヒの宗教思想における方法論的問題」 

       加藤良輔「Ｈ・Ｒ・ニーバー『啓示の意味』における「歴史」概念（２）

──歴史的方法と内的／外的歴史の区別」 

１２月１１日：波勢邦生「賀川豊彦の「実現の神学」」 

１２月１８日：ブラジミロブ・イボウ「パヴェル・フロレンスキイの宗教思想における友

情、嫉妬、知識」 

リチャーズ・ティエリ「現在東京丸の内におけるローマ書１：１８─２： 

１６の聖書的意味」 

１ 月 ８日：南裕貴子「ヴァルター・フライタークの思想の背景と経歴」 

 

＜春期・大学院生研究発表会＞ 

２０１９年 

３月１３日：日本基督教学会・近畿支部会（３月２６日・神戸女学院大学）における個人

研究発表予定者による予行演習。 
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あとがき 

◆『キリスト教学研究室紀要』第７号をお届けいたします。京都大学キリスト教学専修

（研究室）刊行の「研究室紀要」も、２０１３年度の創刊から、今回で第７号を迎えまし

た。紀要第７号を無事に刊行できたことについて、執筆者、そして編集担当者に心から感

謝申し上げたい。 

◆京都大学のキリスト教学研究室は、教員と大学院生を中心に構成された研究者の研究共

同体として運営されているが、そこで取り組まれる研究テーマは多岐にわたっている。構

成員（大学院生）が実際にどのような研究を行っているかは、本号に収録された「２０１

８年度・第二演習の記録」に記載された通りである。 

◆この「研究室紀要」は、キリスト教学研究室の研究内容を広く公開するとともに、所属

の大学院生に論文などの執筆機会を提供することを目的としている。それは、学問世界に

おいてすでに広く浸透している成果主義という現実に対応するためであるが、近年、この

ことと共に目立つのが、論文執筆などをめぐる研究者倫理の問題であり、大学でも厳しい

対応が求められている。２０１７年度から、京都大学文学研究科でも、修士論文と課程博

士論文の執筆者には、研究者倫理に関する対面チュートリアルが義務づけられるようにな

った。また、キリスト教学に関連の深い思想系の諸学会でも、倫理規定の制定が行われつ

つある。こうした点を踏まえるならば、本紀要においても、査読体制を確立することがい

ずれ必要になるであろう。これは、引き続きの検討課題となるが、当面は、大学院生の研

究論文、研究ノート、書評に加え、教員（常勤と非常勤）や課程終了者による研究論文を

掲載することによって、研究論集としての十分な水準が確保されるよう心がけたい。 

◆２０１８年度のキリスト教学専修の課程終了者は、下記の通り、学部卒業生が１名、修

士課程修了者が２名である。 

・卒業論文：中原みなみ「賀川豊彦におけるキリスト教思想と宇宙論」 

・修士論文：香西 信「ヨハネ福音書におけるキリスト論の一考察──8章12節の「我

は」章句解釈を中心に」 

      山中健司「矢内原忠雄の「日本的基督教」の基本構造──聖書信仰、「国

体」観念、日本精神・神道批判」 

２０１９年度は、６名の学部生、３名の修士課程入学者、１名の博士後期課程編入者を

新たに迎える。世代交代（？）という表現が適当かもしれない。また、研究室の留学生は

２０１８年度から所属の博士後期課程１名、研究生２名に加えて、２０１９年は１名の研

究生が本専修所属となる。２０１９年度からのキリスト教学専修の新しい展開にご期待い

ただきたい。 

◆本紀要は、研究室のホームページ、あるいは京都大学学術情報リポジトリにおける公開

を中心としており、基本的には電子ジャーナルとして企画されている。一定部数の印刷製

本も行われるが、それは必要最小限のものとなる。電子ジャーナルとすることによって、

キリスト教学研究室の研究活動が研究室外の方々に広く知っていただけるならば、幸いで

ある。 

 

２０１９年３月                    キリスト教学専修・教授 

芦名定道 
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